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そろそろ、お子さんたちは、夏休みが終わり、登校しはじめた頃でしょうか。 

夏休みの宿題と言えば、私は、真っ先に「自由研究」が思い浮かびます。なぜなら、子ど

もの頃、何をどうしたらいいのかわからず、気持ちばかりが焦り、とにかく苦痛だったか

らです。そのせいか、登校している小学生の姿を見かけると、「夏休みの宿題は、無事に終

えられたのかな」などと、つい心配してしまいます。 

 

ところで、読者のみなさんは、チョウの観察をしたことがありますか？ 

幼虫からさなぎ、そして美しいチョウへと変わっていく様子は、まさに生命の神秘だと思

います。今回は、このさなぎにまつわる興味深いエピソードを、ご紹介したいと思います。

（平成 30年８月 17日付「岩手日報」参考） 

 

チョウがさなぎから出てくるためには、ものすごいエネルギーが必要なのだそうです。そ

れは、あまりにも苦しくて大変だとのことで、科学者たちが、さなぎを人工的に切開し、

出るのを助けてあげました。すると、それらのチョウは、どれも飛べずに餓死してしまっ

たとのことでした。そこで、科学者たちは、その原因を探ります。すると、チョウは、必

死にさなぎから出てくることで、飛ぶのに必要な力を得ることができるということがわか

りました。 

 

つまり、「自分自身の力で成し遂げた、克服した経験がなければ、チョウは地面を離れるこ

とはできない」とのこと。また、「暗闇から全力を尽くして出てくることで、自分の羽の強

さを信じることもできるようになる」とのことでした。 

 

結局、よかれと思って、さなぎから出るのを助けてあげたことは、チョウに必要不可欠な

飛ぶ力を得る機会や、自分を信じる力を奪ってしまったということになります。 

 

私は、このエピソードを知り、娘の姿を思い起こしました。 

面倒な宿題、苦手な教科、クラスの人間関係・・・。 

学校は、楽しいことばかりではなく、時に辛いこともあるだろうな。 

でも、辛い経験には意味がある・・・。 

 

そう思うと、娘への接し方にも、ゆとりが生まれるのではないかなと思えました。【Ａ】 

 

○メルマガで取り上げて欲しい内容やご感想など、下記アドレスにお寄せいただければ嬉 

しく思います。（アドレス登録又は配信停止もこちらからどうぞ(^_^)） 



mailto:kosodatem@pref.iwate.jp 

○メルマガのバックナンバーを当センターＨＰで閲覧することができます。 

アドレスはこちら 

「まなびネットいわて」（http://www2.pref.iwate.jp/~hp1595/）＞「発行物・刊行物」＞す

こやかメルマガ 

これからも、どうぞよろしくお願いします(^_^)/ 
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